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独立行政法人 日本学生支援機構東北支部について 

日本学生支援機構 東北支部支部長 
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 日本学生支援機構は、奨学金貸与事業、留学生支援事業、学生生活支援事業を通じて、次代の社会を担う豊かな

人間性を備えた、創造的な優れた人材を育成するとともに、国際理解、国際交流を図ることを目的としており、本部のみ

ならず全国に１１の拠点を設け、地域に密着した学生支援を行なっております。 

 東北６県を所管とする東北支部は、留学生支援事業として、仙台第一、仙台第二国際交流会館の運営、留学生と日

本人学生との交流事業、留学生と地域住民との交流事業、留学生の就職支援事業などを行なっていますが、ここでは

留学生就職支援事業を紹介いたします。東北支部は他の支部に先駆け、平成１８年度から留学生の就職支援事業を継

続的に行なっており、４年目を迎える今年度も１２月２３日（祝）に実施する予定です。 

 昨年度は「留学生のためのジョブ・フェア２００８」と題して、日本での就職を希望する留学生を多面的に支援するプログ

ラムを用意し、東北６県のみならず、東京、埼玉など９都県２６大学から２７０名（２３ヶ国）の留学生の参加がありました。 

当日実施したプログラムの内容は下記の通りです。 

（１） 講演 「日本で働くための必勝法！」 

（２） ガイダンス 「合同企業説明会１００％活用法」 

（３） パネルディスカッション 「日本企業 VS 留学生～日本での就職って？～」 

（４） 合同企業説明会 （シャープ、東芝、富士通など３３社がブースを出展） 

（５） 留学生相談コーナー（仙台入国管理局など６コーナーを設置） 

 その時のアンケート結果を分析すると、日本での就職を希望するかという問いに実に９６％の参加者が就職したいと答え

ています。また就職活動で知りたい事はという問いには、日本企業の情報と採用状況が知りたいと６７％の留学生が答え

ています。予想されたことではあるが、東北地方に学んでいる留学生は、就職はしたいがあまりにも留学生の就職に関す

る情報が少なく、情報を何処に求めたら良いか判らない状態で、就職活動をしている事が垣間見えます。 

 日本全国で就職を希望する留学生は３万～４万と推測され、実に１万人以上の留学生が日本で就職しています。いま

までは日本で学位を取得し、母国に帰り就職する時代から、日本で就職しキャリアを形成し、母国での就職に生かす、あ

るいはもっとグローバルな視点で就職を考える時代に（大学当局の思惑とは別に）、突入しているかもしれません。 

 こういった実情を踏まえ、これからも東北支部は、大学や関係機関と連携を図り、留学生の就職支援を積極的に行なっ

て行きたいと考えております。 


